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市
税
市
税
のの
使
い
道

使
い
道

令和元年度決算
案全体に対し
て、疑問や不明
点を明らかにす
るため、市に
説明を求めまし
た。その中から、
主なものを掲載
します。

令和元年度令和元年度

決算認定 決算認定 

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
事
業

問　

桜
川
市
は
、
1
人
当
た

り
の
ゴ
ミ
を
出
す
量
が
少
な
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

昨
年
は
、
44
市
町
村
で
一
番
少

な
く
、
昨
年
は
少
な
い
ほ
う
か

ら
数
え
て
2
番
目
で
す
。

　

こ
れ
は
生
活
環
境
課
の
取

り
組
み
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
、
粗
大
ゴ

ミ
の
収
集
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
実
態
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

平
成
30
年
度
の
本
市
の

一
人
一
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
排
出

量
は
７
１
0
グ
ラ
ム
で
、
鉾
田

市
に
次
い
で
県
内
43
番
目
で

す
。

　

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
量
は
平

成
29
年
度
８
８
２
ト
ン
、
平
成

30
年
度
８
４
５
ト
ン
、
令
和
元

年
度
７
３
３
ト
ン
と
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
資
源
ゴ
ミ
の
減
少

と
ゴ
ミ
の
増
加
は
背
反
関
係
に

あ
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
は
、
分
別

収
集
が
重
要
な
取
り
組
み
に

な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

筑
西
遊
湯
館
費

問　
筑
西
遊
湯
館
に
つ
い
て
、

現
在
の
桜
川
市
の
利
用
者
数

を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
元
年
度
の
筑
西
遊

湯
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
一
般
利
用
者
が
13
万
９
４

６
０
人
、
会
員
が
7
万
３
４
７

０
人
、
合
計
21
万
２
９
３
０
人

で
す
。
市
町
村
別
の
利
用
状
況

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
登
録
し
て
い
る
会
員
は
令
和

2
年
8
月
31
日
現
在
、
登
録

者
数
１
２
５
９
人
に
対
し
て
、

桜
川
市
民
は
21
人
で
す
。

道
路
里
親
制
度

問　

こ
の
た
び
、
道
路
里
親

制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
こ
は
大
雑
把
に
、
団

体
数
、
会
員
数
つ
ま
り
里
親
の

人
数
の
合
計
、
さ
ら
に
手
入

れ
し
て
い
る
道
路
の
総
延
長
距

離
を
伺
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
も
っ
と
、
里
親
の
方
が
増
え

る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

答　

市
道
の
里
親
制
度
に
登

録
し
て
い
る
団
体
は
11
団
体

（
※
１
）、会
員
数
は
４
６
９
名
、

総
延
長
は
25
・
６
㎞
で
す
。

　
ま
た
、
県
道
の
里
親
制
度
に

登
録
し
て
い
る
団
体
は
４
団
体

（
※
２
）、会
員
数
は
２
５
２
名
、

総
延
長
は
６
・
１
㎞
で
す
。

　
な
お
、
両
方
に
登
録
さ
れ
て

い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ゴミの分別収集（羽黒駅前地区）

道路里親制度の取り組み（西方地区）

筑西遊湯館

重
複
が
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

（
※
１
）
羽
田
地
区
・
原
方
友

遊
会
・
伊
佐
々
地
区
・
本
木
2

区
第
5
班
・
金
敷
地
区
・
源
法

寺
地
区
・
羽
鳥
地
区
・
本
木
2

区
雨
引
・
西
方
地
区
・
岩
瀬
駅

前
・
桜
川
地
区

（
※
２
）鍬
田
地
区・犬
田
地
区・

原
方
友
遊
会
・
本
木
2
区

令和元年度令和元年度
決算に関する決算に関する

総括質疑総括質疑
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『
電
子
図
書
館
』
導
入
へ

問　

電
子
図
書
館
を
作
る
と

の
こ
と
で
、
２
２
4
０
万
円
の

予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。現
在
、

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
県
内
の
図
書
館

は
、
水
戸
、
土
浦
、
鹿
嶋
、
守

谷
、
筑
西
、
龍
ケ
崎
、
潮
来
の

７
市
と
の
こ
と
で
す
。
電
子
図

書
館
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
市

民
に
分
か
る
よ
う
に
、
簡
便
な

説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

個
人
で
所
有
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
で
作
成
さ
れ
る
出

版
物
を
、
電
子
書
籍
と
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
の

利
用
者
は
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
す
。
利
用
者
登
録
に

よ
り
ID
・
PW
の
取
得
が
必
要
で

あ
り
、
利
用
の
際
の
通
信
料
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
開
始
時
期
は
未
定
で
す
。

猿
田
小
学
校
の
閉
校
に

つ
い
て

問　

来
年
3
月
で
猿
田
小
が

閉
校
に
な
り
、
羽
黒
小
へ
統
合

さ
れ
ま
す
。
2
つ
の
こ
と
を
心

水
道
事
業
に
つ
い
て

問　

今
、
桜
川
市
の
水
源
で

あ
る
県
西
用
水
と
市
の
井
戸

水
の
割
合
は
大
雑
把
に
ど
う

い
う
割
合
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
か
。
ま
た
、岩
瀬
地
区
で
は
、

そ
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

答　

市
全
体
で
は
県
西
用
水

が
７
割
、
井
戸
水
が
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
岩
瀬
地
区
は

県
西
用
水
が
９
割
、
井
戸
水
が

１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。 補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い

ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

に
シ
ト
ラ
ス
で
開
か
れ
た
「
地

域
商
社
」
の
講
演
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
ひ

と
つ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
う
少
し
そ
の
内
容
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

答　

設
立
準
備
補
助
金
の
内

訳
は
、
店
舗
改
装
費
９
６
６
万

配
し
て
い
ま
す
。
1
つ
目
は
、

児
童
の
通
学
の
足
の
確
保
で

す
。
2
つ
目
は
、
閉
校
に
際
し

て
の
予
算
措
置
で
す
。

答
　
通
学
の
足
に
つ
い
て
は
、

統
合
準
備
委
員
会
で
検
討
中

で
す
。
閉
校
に
あ
た
っ
て
の
予

算
措
置
で
す
が
、
9
月
議
会
と

12
月
議
会
で
補
正
予
算
を
組
ん

で
、
対
応
し
ま
す
。

公
立
学
校
ト
イ
レ
設
備

洋
式
化
事
業
８
千
万
円

問　

ど
の
学
校
で
何
カ
所
設

置
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の

確
保
の
た
め
、「
現
在
の
和
式

ト
イ
レ
約
7
割
の
洋
式
化
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
洋

式
化
率
は
50
％
で
す
が
、
こ
の

事
業
実
施
で
、
85
％
に
な
る
見

込
み
で
す
。
ど
こ
に
設
置
す
る

か
は
現
在
調
査
中
で
す
。

地
域
商
社
設
立
は
、
鍬

田
の
元
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ

の
建
物
に

問　

今
回
の
補
正
予
算
で
地

域
商
社
準
備
金
が
約
5
０
０
０

万
円
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
7
月

円
、
備
品
購
入
費
3
７
０
０
万

円
、
消
耗
品
費
３
０
０
万
円
な

ど
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
は
、
国
の
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
充
当
い
た
し
ま
す
。
来
年

4
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

令和元年度決算額（万円未満切り捨て）
一般会計
　歳入　187億3,486万円　　歳出　170億7,241万円

特別会計
　国 民 健 康 保 険	 歳入　51億	 	921万円	 歳出　50億	 	359万円
　農業集落排水事業	 歳入　	 4億5,681万円	 歳出　	 4億	 	 	 	5万円
　公共下水道事業	 歳入　	 6億7,544万円	 歳出　	 6億2,574万円
　介　護　保　険	 歳入　43億1,637万円	 歳出　40億5,506万円
　介護サービス事業	 歳入　	 	 　	 	591万円	 歳出　	 	 　	 	472万円
　後期高齢者医療	 歳入　	 4億	 	 	84万円	 歳出　	 3億9,915万円

水道事業会計
　収益的収入　　9億	 863万円　　収益的支出　　9億7,880万円
　資本的収入　　	 　6267万円　　資本的支出　　2億5,375万円

病院事業会計
　収益的収入　　5億2,494万円　　収益的支出　　5億3,127万円
　資本的収入　　	 　7,313万円　　資本的支出　　	 　7,741万円

議案審議
一

般議案に
対する
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７人の議員が一般質問を行いました

コ
ロ
ナ
禍
で
長
期

休
業
を
経
た
子
ど

も
達
の
状
態
は
、
手
厚
い

教
育
・
柔
軟
な
教
育
を
求

め
て
い
ま
す
。
今
の
40
人

学
級
制
度
は
、
コ
ロ
ナ
後

の
「
新
し
い
生
活
様
式
」

と
抜
き
差
し
な
ら
な
い
矛

盾
を
生
ん
で
い
ま
す
。
3

密
状
態
を
避
け
て
授
業
を

行
う
た
め
に
は
、
少
人
数

学
級
の
実
現
が
不
可
欠
で

す
。
私
は
、
８
月
に
小
・

中
学
校
の
教
室
の
実
態
を

見
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
小
・
中
学
校
の

学
級
編
成
の
原
則
は
、
1

９
８
０
年
以
来
、「
40
人

学
級
が
原
則
」
で
す
。
桜

川
市
議
会
で
も
、
3
密
に

子
ど
も
た
ち
に
少
人

数
学
級
の
実
現
を

菊池伸浩	議員

な
ら
な
い
よ
う
議
席
を
1

人
座
り
に
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
小
・
中
学

生
は
、
9
年
間
も
一
日
中

教
室
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
3
密
の
状
況
は
全
国

的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
市
の

小
・
中
学
校
で
30
人
以
上

の
ク
ラ
ス
数
は
い
く
つ
あ

り
ま
す
か
。

　
少
人
数
学
級
の
メ
リ
ッ

ト
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

1
つ
は
「
学
力
向
上
」
で

す
。
さ
ら
に
、「
不
登
校

や
い
じ
め
」
な
ど
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

を
契
機
に
、
少
人
数
学
級

を
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

児
童
・

生
徒
が
1
メ
ー
ト

ル
以
上
の
間
隔
を
確
保
す

る
に
は
、
多
く
て
も
35
人

程
度
と
な
り
ま
す
。
30
人

以
上
の
学
級
数
は
、
岩
瀬

小
４
、
羽
黒
小
1
、
岩
瀬

東
中
4
、
桃
山
学
園
13
で
、

計
22
学
級
で
す
。
少
人
数

学
級
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
議

員
ご
指
摘
の
通
り
で
す
。

3
密
を
避
け
る
に
は
、
現

在
の
学
級
編
成
の
方
針
で

は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
少
人
数
学
級
実
現

に
向
け
た
改
善
要
望
や
、

加
配
教
員
の
要
望
を
継
続

し
て
行
い
、
少
人
数
学
級

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

武井久司	議員

毎
年
寒
く
な
る
と
、

気
に
か
か
る
の
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
診
察
で
見
分
け
る
の
は

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

予
防
注
射
の
接
種
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
診
察
・
検

査
が
軽
減
さ
れ
る
と
思
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
（
無
料
化
）
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
発

熱
患
者
発
生
時
の
さ
く
ら

が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、
感
染
を
完

全
に
阻
止
す
る
効
果
は
無

い
が
、
発
症
の
予
防
等
に

は
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備

え
、
国
が
示
し
た
方
針
に

基
づ
き
、
優
先
的
な
対
象

者
へ
の
接
種
勧
奨
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
無
料
化

は
国
、
県
の
動
向
を
見
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
発

熱
患
者
の
検
診
体
制
整
備

と
し
て
、
さ
く
ら
が
わ
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
発
熱

外
来
棟
の
年
内
完
成
を
目

指
し
、
一
般
外
来
患
者
及

び
緊
急
外
来
患
者
と
の
動

線
を
分
け
、
安
心
安
全
な

医
療
提
供
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住
民
の
陳
情
・
要

望
に
つ
い
て

市
民
か
ら
の
環
境

整
備
に
関
す
る
陳

情
・
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
陳
情
・
要

望
の
総
計
及
び
年
度
実
行

件
数
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

防
犯
灯
の
整
備
要

望
は
年
30
件
を
超
え
る
地

区
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
50
基
程
度
整
備
を
し
て

い
ま
す
が
、
要
望
箇
所
の

制
約
を
受
け
る
場
所
等
は
、

対
応
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

建
設
部
長　
道
路
、

河
川
、
水
路
に
つ

い
て
は
、
年
約
７
０
０
件

程
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

対
応
率
は
約
85
％
前
後
で

す
が
、
軽
微
な
も
の
は
即

対
応
し
て
い
ま
す
。
要
望

内
容
に
よ
っ
て
は
、
対
応

ま
で
数
年
時
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
内
で
の
緊
急
救
命
処

置
に
つ
い
て

・
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

		（
企
業
誘
致
・
工
業
団
地
の

整
備
・
進
捗
状
況)

感染者（発熱者）
予防対策・対応
について
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林　悦子	議員

毎
年
4
月
に
行
わ

れ
る
狂
犬
病
の
集

団
予
防
接
種
が
、
本
年
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
現
在

ま
で
の
接
種
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。市

民
生
活
部
長　

7
月
時
点
で
の
接

種
率
は
、
登
録
数
２
４
９

９
頭
に
対
し
、
接
種
済
８

７
１
頭
で
34
・
８
％
で
す
。

ち
な
み
に
昨
年
度
の
接
種

率
は
、
県
平
均
62
・
９
％

に
対
し
、
桜
川
市
は
63
・

２
％
で
、
県
内
24
番
目
で

す
。

　

接
種
率
の
高
い
市
町
村

は
、
利
根
町
が
83
％
、
結

城
市
が
81
・
１
％
で
、
高

い
市
町
村
の
取
り
組
み
事

例
に
よ
れ
ば
、
集
合
接
種

よ
り
も
動
物
病
院
で
の
接

種
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
接
種
の
飼
い
主

へ
の
通
知
、
防
災
無
線
で

の
広
報
も
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

昨
年
の
半
分
と
い

う
接
種
率
だ
が
、

来
年
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

本
年
12
月
31
日
ま

で
に
接
種
さ
れ
る
よ
う
、

未
接
種
犬
に
対
す
る
周
知

を
進
め
ま
す
。
市
内
の
獣

医
師
に
は
市
発
行
の
注
射

済
証
を
預
け
て
お
り
、
飼

い
主
が
市
役
所
に
来
る
手

間
を
省
い
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
基
本

３
本
柱
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
に

つ
い
て
は
、
実
害

を
被
っ
て
い
る
方
々
と
、

そ
う
で
は
な
い
方
々
と
の

認
識
に
、
大
き
な
差
が
あ

る
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
基

本
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

経
済
部
長　
対
策

の
基
本
３
本
柱
は
、

①
捕
獲
で
、
昨
年
は
捕
獲

隊
23
名
に
よ
り
１
２
１
５

頭
、
わ
な
に
よ
り
32
頭
。

②
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
、

メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
へ

の
補
助
金
交
付
。

③
生
息
環
境
管
理
と
し
て
、

柿
や
栗
な
ど
の
果
樹
や
畑

の
収
穫
残
さ
の
除
去
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山

林
と
農
地
の
緩
衝
帯
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

狂犬病予防接種
について

市
で
進
め
て
い
る

地
域
商
社
に
つ
い

て
、
設
立
の
目
的
及
び
設

立
後
の
運
営
形
態
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
の
現
状
や

参
考
事
例
に
つ
い
て
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

当
市
は
、
品
質
の

高
い
農
産
物
や
一
級
の
石

材
加
工
品
な
ど
、
国
内
外

に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
産
品

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
設
立
す
る
地
域
商
社
は
、

こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
商
品

を
掘
り
起
こ
し
、
販
路
を

開
拓
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
こ
れ
ま
で
以
上
の
収
益

を
も
た
ら
す
会
社
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
稼

ぐ
力
を
創
出
し
、
交
流
人

地
域
商
社
設
立
の

  

目
的
と
運
営
形
態

軽部　徹	議員

口
の
増
加
、
雇
用
の
創
出
、

定
住
・
移
住
の
推
進
な
ど
、

本
市
が
抱
え
て
い
る
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

が
、
設
立
の
目
的
で
す
。

　

地
域
商
社
の
運
営
形
態

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

と
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
ま
し
こ

を
管
理
運
営
す
る
「
ま
し

こ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
な
ど
を

参
考
事
例
と
し
て
、
地
域

商
社
の
設
立
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
今

後
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再

認
定
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
や
取
り
組

み
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
筑
波

山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
平
成
28
年
9
月
に

認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

再
認
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
1
月
頃
の
予
定
で
、

協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る

6
市
で
連
携
し
、
再
認
定

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
の
熱
中
症
対

策
今
年
は
夏
休
み
も

短
縮
さ
れ
、
熱
い

日
が
続
い
て
い
る
。
教
室

に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ア

コ
ン
を
し
っ
か
り
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
熱
中
症
対
策

の
現
状
や
教
室
の
適
切
な

温
度
管
理
は
で
き
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
部
長　
児
童

生
徒
が
不
快
を
感

じ
た
り
、
健
康
を
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
適

切
な
換
気
に
よ
る
感
染
症

対
策
を
行
い
な
が
ら
温
度

管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
電
気
料
な

ど
の
光
熱
費
が
不
足
し
た

場
合
に
は
、
補
正
予
算
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。　
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誰
が
感
染
し
て
も

お
か
し
く
な
い
中
、

子
ど
も
た
ち
や
家
族
に
感

染
者
が
出
た
場
合
、
誹
謗

中
傷
や
い
じ
め
に
遭
う
こ

と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

陽
性
者
が
出
た
場
合
の
市

の
対
応
と
、
出
さ
な
い
た

め
の
予
防
等
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
の
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
学
校

で
感
染
者
が
出
た

場
合
の
対
応
フ
ロ
ー
を
作

成
し
、
保
護
者
に
対
し
周

知
し
て
い
ま
す
。
他
地
域

で
は
、
再
開
ま
で
に
要
す

る
休
業
期
間
は
、
3
日
程

度
が
多
い
で
す
。
誰
が
感

染
し
て
も
お
か
し
く
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
対
応

飯島　洋省	議員

状
況
下
、
各
学
校
で
は
、

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
へ

の
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め

の
防
止
に
向
け
、
道
徳
や

学
級
活
動
等
の
授
業
を
通

し
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

名
前
や
学
校
名
の
公
表
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
学
校
や
こ
ど
も
園
な

ど
で
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
の
情
報
制
限
は
非
常

に
難
し
い
事
案
で
あ
り
、

感
染
者
を
守
る
行
動
の
呼

び
か
け
を
し
、
偏
見
や
い

じ
め
が
起
き
な
い
よ
う
留

意
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
行
い
ま
す
。
現
在
の

和
式
ト
イ
レ
の
約
7
割
を

洋
式
化
し
、
市
内
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
率
を
85
％

以
上
と
し
ま
す
。

地
域
応
援
チ
ケ
ッ

ト
事
業

市
民
に
配
布
さ
れ

た
市
内
店
舗
で
使

う
こ
と
が
で
き
る
地
域
応

援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
に
つ
い

て
、
現
在
の
利
用
状
況
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
の
利
用
状
況

は
総
額
の
16
％
の
換
金
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
目
的

を
も
っ
て
購
入
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
チ
ケ
ッ

ト
は
今
回
限
り
で
使
っ
た

ら
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
、

追
加
で
取
扱
い
店
舗
が
増

え
て
い
る
こ
と
等
の
理
由

で
、
出
足
が
悪
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
12
月
末
日
が
利
用

期
限
と
な
っ
て
お
り
、
経

済
活
性
化
の
た
め
再
度
、

市
広
報
誌
等
で
周
知
を
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
全
体
の
給
水
の
現
状

と
断
水
の
可
能
性
、
今
後

の
対
応
・
計
画
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
か
ら
見
え
る
課
題

と
今
後
の
促
進
に
つ
い
て

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ
の

利
用
状
況
と
課
題

市村　香議員

地
域
の
住
民
の
要

望
や
関
心
事
は
、

地
区
内
の
狭
隘
な
道
路
や

U
字
溝
等
、
生
活
に
密
着

し
た
整
備
と
思
わ
れ
る
。

過
去
5
年
間
の
生
活
道
路

の
整
備
、
維
持
補
修
事
業

の
状
況
と
、
今
後
の
対
応

を
伺
う
。建

設
部
長　
地
区

内
の
新
設
改
良
事

業
は
、
平
成
27
年
度
～
令

和
元
年
度
ま
で
約
５
億
８

千
万
円
で
１
２
５
カ
所
、

道
路
維
持
事
業
は
、
約
3

億
５
千
万
円
で
６
６
２
カ

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
に
向
け
て
も
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

桃
山
学
園
通
学
路

整
備
事
業

狭
隘
で
危
険
な
現

場
を
通
ら
ず
に
計

画
さ
れ
た
、
桃
山
学
園
通

学
路
に
つ
い
て
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

建
設
部
長　
昨
年

度
、
源
法
寺
橋
か

ら
伊
佐
々
地
区
入
り
口
ま

で
施
工
し
、
伊
佐
々
地
区

入
り
口
か
ら
桃
山
学
園
校

門
ま
で
の
区
間
を
今
年
度

施
工
す
る
予
定
で
す
。
事

業
全
体
の
完
了
は
、
令
和

5
年
度
を
目
指
し
進
め
て

い
ま
す
。

道
路
里
親
制
度
に

つ
い
て最

近
、
道
路
里
親

制
度
に
取
り
組
む

地
区
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
市
内
全
域
で
広
め

る
た
め
に
、
道
路
里
親
制

度
の
内
容
と
、
地
域
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
道
路

里
親
制
度
は
、
市

道
を
市
民
共
有
の
財
産
と

し
て
、
市
道
を
里
子
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
里
親

に
例
え
て
、
道
路
の
清
掃
、

除
草
作
業
を
す
る
活
動
で

す
。
地
域
の
環
境
整
備
に

つ
な
が
り
、
市
の
財
政
負

担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
一
層
の
参
加
協

力
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

熱
中
症
対
策
に
つ

い
て

小
学
生
低
学
年
の

通
学
時
は
舗
装
の

照
り
返
し
で
高
温
に
な
り
、

熱
中
症
を
心
配
し
て
い
る
。

日
傘
使
用
の
推
奨
に
つ
い

て
伺
う
。教

育
部
長　
日
傘

の
使
用
は
、
熱
中

症
対
策
だ
け
で
は
な
く
、

児
童
同
士
が
距
離
を
取
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
に
も
役
立
ち
ま
す
。
学

校
に
対
し
、
再
度
日
傘
を

使
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

を
行
い
ま
す
。　

生活関連道路
の整備
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水道事業
について

榎戸　和也	議員

直
近
の
県
と
本
市

の
有
収
率(

注)

は
、

そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

上
下
水
道
部
長　

平
成
30
年
度
は
、

県
内
平
均
87
・
９
に
対
し
、

本
市
は
64
・
２
で
県
内
で

は
下
か
ら
三
番
目
で
す
。

地
区
別
で
は
岩
瀬
56
・
9
、

大
和
85
・
７
、
真
壁
71
・

7
で
し
た
。

水
道
料
金
は
、
平

成
30
年
度
で
一
ヶ

月
20
㎥
使
用
し
た
場
合
、

日
立
市
が
２
９
１
６
円
と

県
内
で
一
番
安
く
、
本
市

は
５
１
８
４
円
と
県
内
で

二
番
目
に
高
額
で
あ
る
。

一
方
、
平
成
31
年
度
の
岩

瀬
地
区
の
有
収
率
は
52
・

２
と
、
送
っ
た
水
の
約
半

分
は
お
金
と
な
っ
て
戻
っ

て
き
て
い
な
い
。
漏
れ
た

水
は
金
額
に
す
る
と
幾
ら

に
な
る
か
。

上
下
水
道
部
長　

算
定
が
難
し
く
、

答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。送

り
出
す
水
が
ト

ン
当
た
り
３
０
８

円
か
か
る
の
に
、
得
ら
れ

る
の
は
２
７
８
・
9
円
し

か
な
い
た
め
、
資
金
が
不

足
し
、
市
長
も
問
題
と
し

て
把
握
し
て
る
と
お
り
、

今
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

６
５
０
０
万
円
を
投
入
す

る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
な
の
に
、
市
長
は

何
故「
値
下
げ
を
」と
言
っ

た
の
か
。上

下
水
道
部
長　

原
価
の
ほ
う
が
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
の
は

事
実
で
す
。
漏
水
を
減
ら

す
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

商
業
施
設
関
連

誘
致
計
画
に
何
か

進
捗
は
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
市
の
幹
線
道
路
整

備
に
よ
り
今
ま
で
の
道
が

通
れ
な
く
な
り
、
遠
回
り

を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
。
さ
ら
に
開
発
に
と

も
な
い
、
市
は
こ
こ
の
山

林
が
雑
種
地
と
な
っ
た
た

め
、
固
定
資
産
評
価
額
を

約
80
倍
に
し
た
と
い
う
が
、

そ
れ
は
事
実
か
。

総
合
戦
略
部
長　

進
捗
に
つ
い
て
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

幹
線
道
路
か
ら
の
出
入
り

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対

応
す
る
方
向
で
調
整
中
で

す
。

総
務
部
長　
現
況

地
目
が
変
更
さ
れ

た
の
で
、
評
価
額
は
78
倍
、

課
税
額
は
約
55
倍
と
な
り

ま
し
た
。

（
注
）
有
収
率
…
送
っ
た

水
の
う
ち
の
料
金
が
得
ら

れ
る
水
の
割
合
（
％
）

第３回定例会（9月8日〜9月18日）審議された議案と結果
令和元年度歳入歳出決算
一般会計 認定
国民健康保険特別会計 認定
農業集落排水事業特別会計 認定
公共下水道事業特別会計 認定
介護保険特別会計 認定
介護サービス事業特別会計 認定
後期高齢者医療特別会計 認定
水道事業会計 認定
病院事業会計 認定
令和２年度補正予算
一般会計（第7号） 可決
介護保険特別会計（第2号） 可決
水道事業会計（第1号） 可決
病院事業会計（第２号） 可決
下水道事業会計（第1号） 可決
人事・その他
固定資産評価審査委員会委員の選任 同意
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決

条例の改正
固定資産評価審査委員会条例の一部改正 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正

可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正 可決

市立学校設置条例の一部改正 可決
請願
種苗法「改正案」の廃案を求める請願 継続審査
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制
度のための政府予算に関する意見採択を
求める請願

採択

議員提出議案
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

可決

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担
制度堅持に係る意見書について 可決
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今号は文教厚生
常任委員会に注目

桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。
※今号は、第 3 回臨時会前の議会のため、改選前の委員会となっております。

委員会報告

○軽部徹 小高友徳小林正紀 菊池伸浩◎谷田部由則 市村香

教厚生
常任委員会

◎委員長　○副委員長

学校管理の委託について
　各学校の草刈り等は、先生や保護者が実施
していますが、少子化等により保護者の数が減
少しており、業務委託の併用が必須の状況です。
この事業については、引き続き予算の確保や拡
充を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小中学校適正配置について
　今後も、学校の統廃合が見込まれる状況を踏
まえ、適正配置計画の遂行にあたり通学支援に
ついては、先に整備された桃山学園の基準に則
り、実情に合わせた支援を進めていくことを要
望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

各種事業の実施
　今年度のはたちの集いは、大人数が集合する
行事であるため、新型コロナウイルスの影響に
留意し、感染対策を十分に行い開催するよう要
望しました。また、各施設、学校等での各種の
事業実施についても、感染拡大防止対策を徹底
するよう要望しました。

こども子育て支援
　子育て支援センターについては、新型コロナ
ウイルス感染症対策を図るため、広い施設へ
場所を移転し、運営している事案もみられます。
子育て中の親子が、気軽に集い、子育てしやす
い環境づくりに努めるよう、要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病院事業会計
　市の負担額は、開院から5年後に基本協定の
見直しが計画されています。見直しに向けて、
医療体制の維持・改善、経営状況や、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を考慮した病院運営の
収支の見直しを整理し、指定管理者が負担する
施設使用料など、経営状況に応じた適切な負担
額について、協議するよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

介護保険特別会計
　桜川市の要介護認定率は、国の認定率18.5％
に比べ、17.6％と低い状況です。今後、高齢者
の増加は見込まれますが、更に予防事業等を推
進することにより、急激に認定者が増加するこ
とのないよう要望しました。

文
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務
常任委員会総 委員長 谷田部由則　副委員長 軽部　徹

委　員 小林正紀・小高友徳・市村　香・菊池伸浩

委員長 大山和則　副委員長 飯島洋省

委　員 林　悦子・相田一良・仁平　実・鈴木裕一

委員長 潮田新正　副委員長 榎戸和也

委　員 高田重雄・風野和視・萩原剛志・武井久司建 設経済
常任委員会

市税に対する公平性の確保
　市税については、納税に対する公平性の確保を念
頭に置き、更なる収納率アップを目指し、財源の確
保に取り組むことを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税について
　桜川筑西インターチェンジ周辺地区開発事業に
かかる固定資産税については、都市計画法の効率
的土地利用の促進という、制度の主旨などを参考に、
適正な賦課に努め、市民が不公平感を感じることの
ないよう公平公正な執行を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ふるさと納税
　さくら川百貨事業により選定された市産品は、ふ
るさと納税の返礼品に結び付けて情報発信するなど、
さらなる地域産業活性化に努めるよう要望しました。

筑西広域負担金
　筑西広域市町村圏事務組合等に関する負担金は、
当市が抱える負担金の中では、大きな割合を占めて
おります。引き続き負担減への努力を行うよう、筑
西広域市町村圏事務組合に働きかけることを要望し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

職員人件費
　本市職員の給与水準は、県内自治体と比較して低
い水準となっており、職員の仕事に対するモチベー
ションの低下が心配されます。職員一人一人が知恵
を出し合い、より質の高い行政サービスを継続的に
提供していくため、給与水準の改善について検討し
ていくことを望みます。

農業委員会
　農業委員が農地利用最適化推進委員と共に、遊
休農地の解消に向けた取り組みを推進し、耕作放棄
地の防止や、再生利用につながる活動を要望しまし
た。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有害鳥獣対策について
　有害捕獲や狩猟期間において捕獲を実施してい
ますが、イノシシ被害が農作物に与える影響が依然
として深刻であることから、今後も関係機関と連携
し、被害防止対策の更なる強化を図るよう要望しま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観光事業について
　筑波山地域ジオパークの再認定に向けて、関係自
治体と連携を強化し、取り組むことを要望しました。

また、上野沼やすらぎの里キャンプ場のトイレの洋
式化を図るなど、利用者の利便性向上を図るよう、
要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市営住宅管理
　用途廃止住宅入居者の移転に向けて、努力してい
ると思いますが、引き続き入居者との交渉を進めて
いただき、他の市営住宅への移転を促進し、借地の
返還に向けて努力するよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水道事業
　「安全」「強靭」「持続」を政策課題として、それ
ぞれの対応策や目指すべき方向性を示し、経費の節
減に努力し、効率的な施設の整備や管理運営に努め
るよう要望しました。
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議会日誌編集後記

議会広報特別委員会
委員長  菊池伸浩　副委員長  武井久司
委　 員  林　悦子・谷田部由則
　　　　 飯島洋省・軽部　徹

発行責任者　議　 長 　小高友徳

　次の定例会は

　12月 8日（火）
　　10時開会予定です。
　議会の傍聴いついては、新型
コロナウィルスの影響により、
後日ホームページ等でお知らせ
します。

さ
く
ら
が
わ
市
議
会
だ
よ
り 

61
号

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）11
月
１
日
発
行

兒玉　廣子さん
桜川市友部

彼
岸
花
か
ら
の

彼
岸
花
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

　７月
	27 日	 筑西広域市町村圏事務組合議会運

営委員会
	30日	 筑西広域市町村圏事務組合議会

臨時会

　８月
	20 日	 筑北環境衛生組合議会定例会

　９月
	 １日	 総務常任委員会・文教厚生常任

委員会・建設経済常任委員会
	 2日	 議会改革特別委員会
	 3日	 議会運営委員会・議会全員協議

会
8日～ 18日　第 3回定例会
	11日	 議会広報特別員会
	14日	 議会運営委員会
		15 日	 総務常任委員会・文教厚生常任

委員会・建設経済常任委員会
	18日	 議会全員協議会
	29日	 議会運営委員会・議会全員協議

会・第3回臨時会

　10 月
	13 日	 議会広報特別委員会
	20日	 議会広報特別委員会
	23日	 筑西広域市町村圏事務組合議会

運営委員会
	28日	 筑西広域市町村圏事務組合議会

　今年は、新型コロナウイルスの流
行により、多くの方々が不安になっ
ていることと思います。特に、経済
的な問題から、生活にも影響が出て
います。この対策として、政府から、
特別定額給付金が配布されることに
なりました。
　桜川市では、5月11日から郵便申
請書の発送を開始しました。これは、
県内の自治体の中でもっとも早く、
全国的に見ても非常に早い対応でし
た。その後も、市役所に設置された
特別給付金室を中心に、全職員体制

で、市民の方々に届けることができ
ました。給付実績は、人口に対して
99.71％です。素晴らしい対応であっ
たと思います。
　市議会としても、関係予算の専決
処分に賛同することで、迅速な対応
に協力しました。
　今回の経験で、有事の時こそ、市
議会と市役所がしっかりと連携し、
市民の皆様のために事業を進めるこ
とが大切だと、改めて感じました。

� 軽部　徹
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い
ま
し
た
、
今

わ
ず
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、
今

ま
で
何
度
も
彼
岸
花
を
見
て
来
て
、

ま
で
何
度
も
彼
岸
花
を
見
て
来
て
、

た
だ
美
し
さ
の
み
に
目
が
い
っ
て
い

た
だ
美
し
さ
の
み
に
目
が
い
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
お
彼
岸
の
前
後
に
、
必
ず
彼
岸
花

　
お
彼
岸
の
前
後
に
、
必
ず
彼
岸
花

は
咲
き
、
自
然
界
の
何
か
深
い
意
味

は
咲
き
、
自
然
界
の
何
か
深
い
意
味

が
あ
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
が
し
ま

が
あ
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
が
し
ま

す
。
か
つ
て
ゲ
ー
テ
が「
自
然
、自
然
、

す
。
か
つ
て
ゲ
ー
テ
が「
自
然
、自
然
、

自
然
は
す
べ
て
の
こ
と
に
解
答
を
与

自
然
は
す
べ
て
の
こ
と
に
解
答
を
与

え
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼
岸
花
の

え
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼
岸
花
の

蕾
か
ら
、
本
質
を
良
く
観
ぬ
く
こ
と

蕾
か
ら
、
本
質
を
良
く
観
ぬ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
自
然
か

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
自
然
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
無
尽
蔵
で
す
。
こ
れ

ら
学
ぶ
こ
と
は
無
尽
蔵
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
自
然
か
ら
学
ん
で
い
き
た

か
ら
も
、
自
然
か
ら
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。


